
日本天文学会2015年春季年会

V215a 超広視野高速CMOSカメラTomo-eの観測戦略
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東京大学木曽観測所では超広視野高速 CMOSカメラ Tomo-eの開発を進めている.本講演では,Tomo-eの超広
視野+高速性能を活かした観測戦略と,それを実現する観測システムのデザインについて報告する.Tomo-eは木曽
105cmシュミット望遠鏡の全視野 (φ 9度)を 84チップの常温駆動CMOS センサで覆うことで,計 20平方度の視
野を最大 2Hzのフレームレートで観測できる.また,読み出しを特定のピクセル領域に限定することで,20Hz に達
する超高速観測も可能である.こうした特長を活かし,(1)超新星の爆発最初期の観測を始めとする数 10分スケー
ルの時間変動現象を対象とした「15分頻度の全天モニタ観測」,(2)太陽系外縁天体による掩蔽観測を始めとする
サブ秒スケールの時間変動現象を対象とした「20Hzの広視野高速モニタ観測」,(3)重力波やガンマ線バースト等
をトリガとした「迅速な超広視野フォローアップ観測」,(4)流星や地球近接天体等を対象とした「高速移動天体
の超広視野高速観測」を計画している.動画観測に最適化された Tomo-eのカメラ及び解析システムは,天文学が
過去に経験したことのない大量の時間連続データの中から,変動現象を効率的に検出することができる.


